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研究成果の概要（和文）：2014年度は，人体解剖の歴史が古く，多くの世界的に著明な人体解剖標本の展示施設
が存在する欧米の現状を把握するために，海外における現状視察を行った。また，これまでのホルマリン固定に
替わる固定法であるsaturated salt solution (SSS) 法による人体標本モデルを作製した。
2015年度は，SSS法による全身の人体解剖モデル1体を作製し，実際の見学実習に活用した。
2016年度は，看護基礎教育における解剖学見学実習の実施状況や必要性，期待する効果などについて明らかにす
ることを目的に，全国の看護教員を対象に，郵送法による質問し調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：In 2014,  we visited Netherland, which has long history of the human anatomy
 and there are many exhibitions facilities of human anatomical specimens remarkable worldwide, in 
order to study the current situation,  Also,The human cadaver model embalmed by the saturated salt 
solution (SSS) method, which is a fixed method to replace formalin fixation, has been prepared.
In 2015, we created a whole cadaver body model embalmed by the SSS method, and utilized it for 
actual observation practice including the sessions for nursing students.
In 2016, we conducted questionnaire survey by mailing method for nursing teachers nationwide with 
the aim of clarifying the status, necessity, expected effect, etc. of anatomical observation 
practice training in basic nursing education.

研究分野： 解剖学，医学教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 医療者養成において，解剖学実習は実物
から人体の基本的な共通構造を知る機会，
ヒトの「個」を知る機会，医療人としての
使命を知る機会として重要である①。特に
近年の看護師養成においては，短大・4 年
制大学の増加，フィジカルアセスメントの
必修化，特定看護師過程の導入など，卒前・
卒後ともに，教育内容の多様化・高度化が
ますます加速化している状況である②。研
究代表者が研究分担者として参加した，全
国の看護師養成機関に対するアンケート調
査では，「学生の解剖形態学の演習・実習 は
フィジカルアセスメントに役立っている」 
が 71.2%を占めている③。看護における解
剖学の学修・実習のあり方は，これからの
看護教育にとって，重要な課題の一つであ
る。しかしながら，看護基礎教育における
専門基礎科目についての研究は極めて少な
く，解剖学の教育内容や方法を洗練するた
めの研究が必要と考えられた④。 
 看護教育の一環として解剖見学実習を行
っている学校は多いが，「身体の正常な構
造を明らかにするための解剖は，医学に関
する大学において行う」ことが死体解剖保
存法で規定されている。したがって，見学
を実施するには，医学部との連携が必須で
ある。また，同法において，死体の解剖は
死体解剖資格者または医学に関する大学の
解剖学，病理学又は法医学の教授又は准教
授が行うこととされており，解剖学教員の
見学指導が必要となる。さらに，現在行わ
れている見学は，医学生・歯学生が解剖実
習中のご遺体を，医学部の教員の指導のも
とに観察する形式が主流であり，実習段階
によって観察できる部位や状態が異なる。
これらの状況から，よりよい見学のために
は，看護に必要な解剖学的知識を解剖学教
員も把握した上で，看護師養成機関と連携
して見学時期を設定する必要がある。しか
しながら，医学部の解剖学教員に看護師資
格を持つものは極めて少なく，解剖学教員
がどのような解剖学的知識が看護に必要と
されているかを，十分に把握しているとは
言いがたい。一方で，解剖学教室側からも，
人的，経費的負担がすでに限界に近い，知
識とマナーの両面で十分な事前教育を行わ
れていない，献体者および遺族等からコメ
ディカル教育についての十分な理解が得ら
れていないなど，コメディカルの解剖学教
育にはさまざまな問題があることが指摘さ
れている⑤。 
 
２．研究の目的 
 現状の解剖見学実習で十分な知識などを
学修できているかには疑問の余地があり，
学生の学修効果を踏まえた新たなる見学モ
デルの開発が望まれる。研究代表者は，フ
ィジカルアセスメントを担当する教員を対
象に行われた「看護教育者のための人体解

剖セミナー」 (以下，解剖セミナー)に，研
究分担者として参加し，解剖セミナーに参
加した教員を対象に，各自の教育機関での
フィジカルアセスメント教育カリキュラム
について質問紙調査を行った③。結果，教
授方法について，「立体的にイメージでき
る教育の重要性を学んだ」「解剖学を踏ま
えた看護教育の重要性を学んだ」とあり，
今後の教授方法に影響を与える効果があっ
たと考えられた。このことからも，見学は
ただ行えばよいのではなく，学修効果を上
げるために，内容や教授方法をさらに洗練
する必要があると考えられる。 
 本研究の目的は，本学で見学を行う各学
校の見学実習の成果を基に，より高い学修
効果が得られる見学のあり方を明らかにす
ることである。例えば，解剖見学実習は時
期（解剖学学修前，学修中，学修後）・回
数（1 回，複数回）ともに，様々な形で行
われている現状である。また，見学実習に
おける観察対象は見学時期による制限を受
けざるを得ない。これらは，解剖学教室お
よび各学校の事情による制約であるが，看
護学生の解剖見学において，特に「いつ」
行うかに注目することで，より学修効果の
高い見学実習のあり方を明らかにする。さ
らに，看護師教養課程における解剖見学実
習の改善のために全国の看護師養成機関の
声を集積し，知識・態度の両面において，
見学に期待されている学修目標を明らかに
することも本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
1）人体解剖の歴史が古く，多くの世界的に
著明な人体解剖標本の展示施設が存在する
欧米の現状を把握するために，海外におけ
る現状視察を行った。 
2）これまでのホルマリン固定に替わる固定
法である saturated salt solution (SSS) 法
を開発した。さらに，同法による全身の人
体解剖モデル 1 体を作製し，実際の見学実
習に活用した。 
3）全国の看護専門学校・短期大学・大学
959 校の教員を対象に郵送法による質問紙
調査を実施した。校長・学長宛の研究実施
依頼書で協力の得られた教員 2244 名を対
象とした。質問項目は『解剖学見学実習の
実施状況』『解剖学実習の必要性』『期待
する効果』『回答者の属性』などとした。 
 
４．研究成果 
1）我が国の医学史・解剖学史とも深い関わ
りを持つオランダを視察地とした。ユトレ
ヒト大学博物館（ユトレヒト），ミュージ
アム・ボルハーフェ（ライデン），Vrolik
人体解剖学博物館（アムステルダム），を，
それぞれ見学した。前二者は，医学・解剖
学に限らず，広く科学的な展示を行ってい
るが，人体標本も常設展示されており，写
真撮影も許可されていた。Vrolik 人体解剖
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アムステルダム大学病院の一角に設けられ
ており，
能であった
なかった。いずれの施設も，
の標本と
般に公開されて
医療系学生に限らず，
ても高い教育的価値を有するものと考えら
れた。
 
2）人体標本を有効に固定，保存し，見学実
習に活用することは，観察可能な部位や時
期を広げるという点で，有効と考えられる。
SSS 法による全身の人体解剖モデルは
間以上の保存可能期間を有し，半年以上見
学実習に用いたが，腐敗やカビの発生は認
めなかった。本モデルは，従来のホルマリ
ン固定に比べて生体に近い質感を長期間保
持したため，
せる，
するなどの操作が学生にも可能であった。
また，内臓が柔らかく可動性があるため，
内臓を原位置に置いたままで，漿膜腔（胸
膜腔・腹膜腔）全体を眼と手で確認できた
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